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愛知ブランドとは

愛知ブランド企業

ものづくり王国といわれる愛知県では、県内製造業の実力を広く
国内外にアピールし、愛知のものづくりを世界的ブランドへと展
開するため、県内の優れたものづくり企業を「愛知ブランド企業」
として認定しております。 

(愛知ブランドWebサイトより抜粋)
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企業情報

柴田工業株式会社
創業　1959年5月

・自動車部品をはじめ、機械部品、電動工具部品の精密切削加工を手掛けている企業

・冷間鍛造と精密切削の最適組み合わせで、理想的な部品作りを行う

・素材から完成品まで、一貫した生産体制で、最適な加工方法を設計段階から提案し、 
　利便性と信頼性は高い評価を持つ

・2017年2月　愛知ブランド認定

・2018年3月　頑張るものづくり企業認定

・2018年4月　はばたく中小企業・小規模事業者300社選定

３



2019年10月上旬

研究制作過程

　　企業研究、初回訪問(企業からの要望の確認)

～2019年11月下旬

　　パンフレット調査、企画考案、第二回訪問(企画案を提示)

～2019年12月上旬

　　パンフレットデザイン及び掲載デザイン考案

2019年12月中旬

　　第三回訪問(取材・撮影)

～2020年1月中旬

　　パンフレットデータ制作、第四回訪問(リクルートツールを提示)

～2020年1月下旬

　　パンフレットデータ修正、第五回訪問(修正後のリクルートツールの提示)

　　企業からの評価を受ける ４



初回訪問

5つの項目について質問を行う
１. 使用場所について

　　合同企業説明会で使用

２. 既存のツールについて

　　企業に渡す資料とリクルートツールが同じもの

３. 内容について

　　ターゲット：新卒

４. 社員や施設の個人撮影について

　　事前連絡を行うことで可能

５. 指定素材

　　会社ロゴ、QRコード等を後日メールにて送信
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・説明会のプレゼン内容に沿うリクルートツールが必要

・リクルートツールが無い

企業からの課題

・新卒採用人数を増やしたい

事業内容と採用情報が記載されたパンフレットの制作
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研究資料１

パンフレット調査
・リクルートパンフを工業系企業に絞り30冊を調査

・調査内容

　　・掲載内容

　　・メインカラー

　　・工場(施設)の写真の有無

　　・社員の写真の有無

・調査結果

　　右のExcelデータに記載

Excelデータ
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研究資料２
企画１ 企画２ 企画３

<コンセプト>
「週刊誌風」

<コンセプト> <コンセプト>
「工業雑誌風」 「極秘資料風」

企画２に決定 ８



研究資料２

訪問取材
・取材対象

　　別部署勤務の20代の男性社員 4名

・取材過程

　　社員様の個人及び集団撮影 その後 対談形式インタビュー

・インタビュー内容

　　・柴田工業株式会社ってどんな会社

　　・柴田工業株式会社の自慢は？

　　・仕事で苦労したことは？

　　・仕事のやりがい

　　・仕事をうまく行うコツは？

　　・先輩との関係は？

　　・休日の過ごし方は？

　　・気分転換の仕方は？

　　・新入社員へ一言
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研究作品１P
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1P

表紙は工業系雑誌のようなデザインを採用

柴田工業株式会社のイメージカラー「青」を採用
表紙にあえて文字情報を入れる

QRコード(企業ホームページへの)

愛知ブランド / はばたく中小企業・小規模事業者300社 / 地域未来引率企業

製品画像

会社の外観



研究作品２P・３P
2P 3P

一枚の写真を大きく使用することで、圧迫感を与えないように工夫
文章を縦に分割することで、多い文字量をすっきりさせる

冷間鍛造設備写真
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研究作品４P・５P
4P 5P

切削設備写真
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研究作品６P・７P
6P 7P

若い社員様を写真で載せる事で、新卒生に近い年代の人の意見だと認知させる

インタビュー対象社員様

作業中の写真 インタビュー写真

メッセージ下は
正面写真を使用
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研究作品８P・９P
8P 9P

福利厚生の部分を数字で見せる事により、より確かなイメージを持たせる

コラボロゴ
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企業様からの評価

担当の社員様

デザイン：数パターンのデザインサンプルを提出してもらい、さすがデザインを専門に学んでい
るだけのことはあると感心しました。その中でも弊社の風土に合うデザインを採用させていただ
きました。 

掲載内容：先輩社員のインタビューを中心に大学生が興味を持てる内容になっています。次回合
同説明会での使用が楽しみです。 

学生の対応：最終決定間際に何度も修正が入りましたが、素早い対応をしていただき大変助かり
ました。 

リクルートツールの今後の使用用途：大学生向けの説明会で呼び込みツールとして使用予定。高
校生向けのパンフレットとしても配布を検討中。
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約半年間柴田工業株式会社様のリクルートツール制作を担当させて頂きました。 
企画を考案、話し合う中で自分自身の実力の低さを痛感する事もありましたが、担当社員様の
お忙しい中の暖かい対応や、担当教授及び同じ研究室の仲間に救われ、制作を行うことができま
した。 
また、企画を考案・制作する際に広い範囲で物事を見ることで新たな考え方を身につけること
ができました。 
学生の身分ではありますが、企業様とやり取りをさせて頂くことで、自分自身を成長させること
ができたのではないかと思います。 
この半年間は僕の人生において、とても貴重な財産になりました。 

ご清聴ありがとうございました。

考察
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